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Zusammenfassung: 
Das gemeinhin als "Adjektiv" definierte voll funktioniert wie im folgenden Beispiel 
durchaus nicht immer als "Adjektiv", sondern vielmehr als "Präposition": Das 
Folgmädchen klirrte mit einem Teebrett  voll Weingeleegläsern zur Tür herein, ... (Th. Mann) 
Die "Präpositionalität" von voll wird dadurch bewiesen, daß es dieselben sechs Eigen-
schaften besitzt wie alle Präpositionen, die HELBIG / BUSCHA (1972; 1986) als solche 
definiert.
Die "Präpositionalität" von voll läßt sich jedoch schon durch sein Wesen als "zweiwertiges 
Adjektiv", das zwischen zwei Wörtern eine Beziehung herstellt, vermuten. Dies bedeutet, 
daß auch andere "zweiwertige" Adjektiva wie müde, ähnlich, treu u. a. die Möglichkeit 
innehaben, als Präposition zu funktionieren. Sind sie jedoch wirklich "Präpositionen" wie 
voll? Durch die Untersuchung ergibt sich, daß sich die "zweiwertigen" Adjektiva insofern 
von den Präpositionen und von voll unterscheiden, als bei ihnen die folgende attributive 
Verwendung nicht möglich ist: * Ein Mann müde des Lebens beging Selbstmord. Dennoch 
zeigt m. E. folgender grammatisch annehmbarer Satz mit Kommata eine große Realisie-
rungsmöglichkeit dieser syntaktischen Konstruktion, d. h. der Präpositionalisierung der 
"zweiwertigen" Adjektiva: Ein Mann
, müde des Lebens, beging Selbstmord.
   *本論文は 日本独文学会東海支部1986年 冬季研究発表会(1986年12月6日 於名古屋市弥生会館)
で行 った研究 発表 「格支配形容詞の前置詞化の可能性 一形容詞vollの 形態論的,統 語論的及び統語 ・
意味論的特徴 を手掛か りとして 一」を論文形式に書 き改め,注 の補足 を行ったものである。研究発表の
際に御意見 を寄せ られた方々に感謝 したい。それによ り,註61に 述べた主張 をより厳密 に,誤 解 のな
い様に まとめ直す ことが出来た。
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Die M?lichkeit, daﾟ"zweiwertige"Adjektiva als"Pr舊osition"funktionieren k?nten,
und die Wirklichkeit, in der sie in der jetzigen Sprachgemeinschaft nur als"zweiwertige"
Adjektiva gelten,1葹t sich durch die Unterscheidung von"System"und"Norm"innerhalb
des sprachlichen Wissens des Sprechers sprachtheoretisch erkl舐en.
キー ワー ド:統 語 論,前 置 詞,格 支配 形容詞,voll,体 系 と通 常 態
0,序
1.vollの 前 置詞性
2.格 支配形容 詞 と前置 詞
3.結 び:「 体 系」 と 「通常態」
4 引用文献
0.序
  0.1.は じめ に次 の二 つの例文に それ ぞれ用い られ て いるvollを 比較検 討 して,本 論 文
の 出発点 を明確 にす る。
(1) Ich h舩te dadurch zwar einen
Verb?deten verloren, aber der Anbli輒
von Euch beiden h舩te mich reich
entsch臈igt, auch w舐est ja du durch das
unabsehbare Gl?k, wenigstens in einem
Kind volle Befriedigung zu finden, sehrzu
meinen Gunsten verwandelt worden.(F.
Kafka:Brief an den Vater, S.163)
(2)Dann ward die Quadrille fortgesetzt.
Und dann war Pause. Das Folgm臈chen
klirrte mit einem Teebrett voll Wein-
geleegl舖ern zur T? herein, und di?
K?hin folgte mit einer Ladung Plumcake
in ihrem Kielwasser.(Th. Mann:Tonio
Kr?er, S.224f.)
「僕はそれによって僕の味方を失 う羽 目になっ
たろうけれ ども,父 さん達二人が一緒に居る
のを見たとした ら僕のその痛手は充分報われ
たことと思 う。父さんだって,少 な くとも子
供のうちの一人に満足 しきるという,予 測 し
なかった幸福によって僕に とって とても好都
合に変わったの じゃないだろうか。」
「そ してカ ドリユが続 け られた。それか ら休 憩。
召使 の女が ワインゼ リーの入ったグラスでいっ
ぱ いの お盆 をカチ ャ カチャ いわせ なが ら戸 口
か ら入って きた。女 料理 人が プ ラム ケー キを
沢 山持 ってす ぐそれ に続 く。」
  例 文(1)で はvol1は 形容詞の付加語 的(attributiv)用 法 と して独 自に,後 続す る名詞Befrie-
digungを 統 語論 的(syntaktisch)に 規 定 してお り,意 味論 的(semantisch)に も後続す るBe-
friedigung「 満 足感」がvo11「 いっぱい」 であ るこ とを示 して いる。この統 語論 上,意 味 論上
の規 定関係 の存 在 は,被 規定名 詞Befriedigungの 性 ・数 ・格 に従 って取 られ たvollの 格語 尾 一e
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に よって,形 態論 的(morphGlogisch)に 明示 されてい る。
  例 文(2)で はvollは,形 態論的 に無変化の まま後続す る名詞Weingeleegl舖ernと ともに形
容規 定 句を構 成 し,そ の句全 体が直 前の名詞Teebrettを 統語 論的 に規定 して いる。この場 合,
vol1は 意味論 的 には後続 す るWeingeleegl舖ern「 ワィンゼ リー グラス」ではな く,そ の直 前 に
位 置す る名 詞Teebrett「 お盆」が 「いっぱいで ある」 こ とを示 して い る。1)つ ま り例文(2)に
おけ る 「形容詞 」vollは 統語 論上,「 前置詞」の名詞付置的 用法 と同 じ機 能 を果 して いるの であ
る。これは例 文(2)に おけ るvollを 代入 テス ト(Substitutionsprobe)に よっで,例 えば 「前 置
詞 」mitあ るいはohne2)と 置 き換 えて もその 「統語論的構 造」に変化 の生 じない こ とか ら もわ
か る:Teebrett mit Weingeleegl舖ern, Teebrett ohne Weingeleegl舖er.3)
  0.2.「 本論 文 の意図 は次 の三 つで ある:
1)「 形容 詞」vollが,そ の一 部 の用法に おいて 「前置 詞」 として機能 して い る事 実 を客観的 に
  証明すること(第1章),
2)「 補足規定」を要求す る 「格支配形容詞」一般が 「前置詞」として機能す る可能性 を潜在的
  1)形 容 詞 は 格 調 の 高 い 詩 的 な 文 体 で は,変 化 語 尾 を 取 ら な い で そ れ が 規 定 す る 名 詞 の 後 に 置 か れ る
こ と も あ る(Die Ebene zwischen den Kastanien und dem Schlosse war eine Wiese, so rein und
sanft,als w舐e Sammet ausgebreitet. In=A. Stifter:Brigittaこ の 例 文 は 関 口(1960;1976),71
ペ ー ジ に よ る)。 し か し 例 文(2)のvollが この 場 合 に 該 当 し な い こ と は 明 か で あ る。  当 該 部 分 の 統
語 論 的 構 造 の 差 を 明 示 す る 為 に,そ れ ぞ れ の 「句 構 造 」(Phrasenstruktur, Konstituentenstruktur)を
「樹 形 図 」(Stammbaum, Strukturbaum)で 以 下 に示 す(NPはNominalphrase,ADJはAdjektiv,
NはNomenの 略 で あ る)。
(1)
?????
(2)   NP
。〈.     〈
    ・   N
volle Befriedigung
例 文(1)のvolleは,そ れ が 「意 味 論 」的 に 規 定 して い る
名 詞Befriedigungと 「統 語 論 」 上 同一 レベ ル で 名 詞 句
(volle Befriedigung)を 構 成 し て い る。 す な わ ち こ こ で
はvolleの 「直 接 構 成 要 素 」(immediate constituents,
unmittelbare Konstituente)は 名 詞Befriedigungで あ
る 一 方,例 文(2)で はvollの 直 接 構 成 要 素 は
Weingeleegl舖ernで あ り, vollが 「意 味 論 」 的 に 規 定
して い るTeebrettは 「句 構 造 」 に お い てvollよ り も一
段 上 の レベ ル に 位 置 し て い る 。
  2)ohneの 場 合 は 後 続 す る 名 詞 は 四 格 とな る 。
  3)右 の 句 構 造 を 参 照(PPはPr舊ositional-
phrase, PはPr舊ositionの 略 で あ る)。
Teebrett voll Weingeleegl舖ern
  NP〈
N     PP
    〈
    P  N
    ii
Teebrett mit Weingeleegl舖ern
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  に含んでいる事実 を示 し,「格支配形容詞」一般 と 「前置詞」という二つの機能 を現時点で
  区別する 「統語論的規準」 を示すこと(第2章),
3)「 格支配形容詞の持つ 『前置詞 として機能す る可能性』」について言語理論的に考察を加え
  ること(第3章)。
  0.3.本 論文の検討対象は,vo11と いう形態がその後ろに来る名詞 とともに初めて一つ
の文肢(Satzglied)ま たは付加語(Attribut)を 構成する場合である04)従 って0.1.節 に挙げた例
文(1),あ るいは次 の例 文(3),(4)の 様 にvoll自 身が文肢 また は付加語 として 「独立 的」に機
能 す る場合 は検討 の対 象 とな らない。
(3)"Nach Ihnen muﾟich schlieﾟen, es darf
niemand mehr hinein.""Sehr vern?ftig",
sagte K.,"es ist aber jetzt schon zu voll."
Dann ging er aber doch wieder hinein.(F.
Kafka:Der Prozeﾟ, S.32)
(4)...,so sah auch wohl die Mama von
ihrer Handarbeit auf, aber immer nur
fl?htig und verstohlen, weil sie nicht
zeigen wollte, wie entz?kend sie ihr
eigenes Kind finde, zu welcher Regung
m?terlichen Stolzes sie voll berechtigt
war.(Th. Fontane:Effi Briest, S.8)
「『貴方が 入っ た後 で ドア を閉め ます。 もう誰
も入っ ちゃいけ な いん です。』『それは 賢明だ。
だけ ど今 だって もうあふれ 出て るじゃないか。』
とKは 言 いなが ら,そ れ で もまた 中に入 って
行 った。」
「母親 もまた手仕事 か ら顔 を上げ るのだったが,
自分 の子供 に うっ とりして い るの を他 に感 じ
取 られた くなか っ たの で,い つ もち ょっ とだ
け誰に も気 付か れ ない よ うに顔 を上 げて眺め
や るだけだ っ た。 そ して この母 親 としての 自
慢 も全 くもっ ともな もの なので ある。」
  また次の例文(5)に 現 れ るよ うな固定 した形態で あるvoller,お よび例 文(6)のmit/von
と句 を成すvoll mit/vonも,と もに本論文 の検 討対 象のvollの 用 法 と同一 の範疇に属 す る も
の と は い えe5)こ こ で は 検 討 の 対 象 と し な い 。
(5)Wieder hinauf, zu hoch hinauf auf die
zehnte Stufe, und endlich von der neunten
「再 び上 へ登 っ てい った。十段 目は高過 ぎる。
結局九段 目か ら飛 び降 りた。 ヒムベ ア シロ ッ
  4)「 文 肢 」 と は 文 中 で 独 立 し て 移 動 す る こ と が 可 能 な統 語 論 上 の 単 位 で あ り,「 付 加 語 」 と は 他 の
単 位 と共 に な っ て 初 め て 移動 可 能 な 単位 で あ る。「文肢 」と「付 加 語 」につ いて は例 えばHELBIG/BUSCHA
(1972;1986),533ff,,585ff.ペー ジ 参 照 。
  5)こ のvollerは 固 定 し た 形 態 で あ り,従 っ て そ の 後 ろ に 続 く名 詞 は 女 性 単 数 名 詞,ま た は 複 数 名 詞
と は 限 ら な い(例 え ば 以 下 の 例 を参 照:Melonen zum Erfrischen/Kugeln voller Saft und S?e.
In:meine Familie&ich, Heft 8/August 82)。 こ れ に っ い て はPAUL(1919;1968),95,330ペ ー ジ
も参 照 。こ れ か ら も 明 らか な 通 り,vollerは 本 論 文 に お け るvollに つ い て 主 張 す る の と同 じ意 味 で 「前
置 詞 」と し て 機 能 して い る。こ の 点 に つ い て はBRINKMANN(1971),146ペー ジ も 参 照 。ま たvoll mit/
vonの 場 合, vollを 形 容 詞(副 詞)と 理 解 す る こ と も 出 来 る し,全 体 を二 語 か ら な る 「前 置 詞 句 」 と見
なす こ と も出 来 る。な お,vollerとvoll von/mitに つ い て は2.1.節 に お い て 「格 支 配 形 容 詞 の 補 足 規
定 」 と い う観 点 か ら も触 れ る。
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Stufe hinab st?zte ich mich, ein Regal
voller Flaschen mit Himbeersirup mit-
reiﾟend, kopfvoran auf den Zement-
boden unseres Lagerkellers.(G. Grass:Die
Blechtrommel, S.69)
(6)Dann aber, am Ende der Straﾟe, die
"Osterreich"heiﾟt,ver舅dert sich das Bild
desselben Baues in einen nicht geheuren
Ort, Festung oder Gef舅gnis, soviel sich
auf einmal?erblicken l葹t von den
schwarzen Mauern, gedrungenen T?-
men, kegelf?migen D臘hern, breiten,
tiefen Gr臙en voll von Brackwasser, das
stinkt.(H. Mann:Die Jugend des K?igs
Henri Quatre, S.87)
プ の瓶 でい っぱ いの棚 を引 き倒 しなが ら,家
の地下 倉の セ メン トの床へ まっさか さまに。」
「しかしその後 『オース トリア』 という名の
道のはずれ まで来ると,同 じ建物が,そ の黒
い壁,ず ん ぐりした塔,円 錐形の屋根,嫌 な
臭いのする水でいっぱいの,広 くて深い堀な
どを一度に見渡 した限 りでは,不 気味な場所,
要塞か牢獄の様相 を呈するにいたる。」
1.vollの 「前 置 詞性 」
  本章 では,本 論 文の 対象 であ るvollの 用法が 「前置詞」 として機 能 してい る ことを客観 的
に証 明す る。
  1.1.vollと い う形態 が後続す る名詞 とともには じめ て一 つの文肢 または付加語 を構 成
す る際,「vollと 名詞 との一体 」 はその統語論的機 能か ら次 の よ うに分 類 され る:
A:sein等 の動 詞 の述語 とな る場 合。(文 肢)
B二 副詞規 定(Adverbialbestimmung)とな る場 合 。(文 肢)
C:形 容規 定(Adnominalbestimmung)となって,名 詞 の直後 に付 置 され る場 合。(付 加 語)
それ ぞれ の例文 を挙 げ る。
  A)sein等 の述語 とな る場 合(文 肢):
(7)-aber ich war niemals dabei, wenn  「しか し,私 の相棒 達が女 達の所 へ 出向い た時
meine Kumpane zu M臈chen gingen, ich  も,私 は決 して一 緒 には行 か なか った。私 は
war allein und war voll g1Uhender いつ も自分が 口に して い るこ とか らす れば,
Sehnsucht nach Liebe, hoffnungsloser す れっか ら しの享 楽主義者 の はず であったの
Sehnsucht, w臧rend ich nach meinen  に,実 の とこ ろ一 人ぼ っ ちで,愛 への 燃え る
Reden ein abgebr?ter Genieﾟer h舩te sein  よ うな憧れ,実 現性 のない憧 れでい っぱいだ っ
mUssen.(H. Hesse:Demian, S.75)     たのだ 。」
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(8)Er, er liebte Inge Holm, die blonde,
lustige Inge, die ihn sicher darum ver-
achtete, daﾟ  er  poetische  Sachen
schrieb...er sah sie an, sah ihre schmal-
geschnittenen, blauen Augen, die voll
Gl?k und Spott waren,...(Th. Mann:
Tonio Kr?er, S.223)
(9)Als er zum ersten Male hervortrat,
wurde unter denen, die es anging, viel
Beifall und Freude laut, denn es war ein
wertvoll gearbeitetes Ding, was er geliefert
hatte, voll Humor und Kenntnis des
Leidens.(lbidem, S.228f.)
(10)...die breite Allee eines?fentlichen
Parkes stand v?lig verlassen und lud mich
ein, der Weg lag dick voll gefallener
Bl舩ter,in denen ich mit dunkler Wollust
mit den F?en w?lte, ..(H. Hesse:
Demian, S.70)
   B)副 詞 規 定 と な る 場 合(文 肢):
(11)Die Lage zeigte, daﾟer die Mutter des
M臈chens gerufen und seinen Freund
Henri verraten hatte;aber anstatt sich zu
sch舂en, lachte er sogar. Henri zog sofort
vom Leder."Du auch!"verlangte er voll
Wut.(H. Mann:Die Jugend des K?igs
Henri Quatre, S.77)
(12)ja es hatte ausgesehen, als ob die
beiden Braunen, in der stillen Frostluft
qualmend, mit r?kw舐ts gerollten Augen
angestrengt diesen舅gstlichen Vorgang
verfolgten, voll Besorgnis f? soviel
schwache Grazie und zarten Liebreiz.(Th.
Mann:Tristan, S.172)
「彼,彼 としては イ ンゲ ・ホル ム を愛 して いた
の だ。 あの,ト ーニ オが詩 を作 る とい うの で
きっ と馬鹿 に して いるに違 いないブ ロン ドで
陽気 なイ ンゲ。 トーニ オは彼女 を,彼 女 の切
れ長 で青 く,幸 せ と冷や か しをい っぱ いたた
え た 目を見つ め た。」
「彼が初めて登場 した時,関 係者達の間には喝
釆と喜びの声が上が った。 と言 うのは彼のそ
の作品は価値高 く組み立てられた,洒 落 と苦
悩の知識に満ちた ものであったか ら。」
「公園の広い並木道には人っ子一人居な く,私
は誘われる様 に歩み入った。道は落葉で厚 く
おおわれてお り,私 は後ろめたい歓喜 を胸に
抱 きながらその落葉を足で掘 り返 した。」
「周 りの様子 か らす る と,彼 が その少女 の母 親
を呼ひ寄 せ,友 達 で あるア ン リを裏切 った こ
とは確か だ った。 しか しア グ リッパは恥 じる
どころか 笑 って さえ いる。ア ン リはす ぐさま
刀 を抜 き,怒 りに 燃 えて 『さあ勝 負だ!』 と
叫んだ。」
「いやそれどころか二頭の栗毛の馬さえも,静
かな凍てつ く寒気の中に体から湯気 を上げな
が ら,こ の不安げな成 り行 きを後ろにぎょう
つかせ た目で一心に追っているかのように見
えた。この様 に.弱々 しい気品 ときゃしゃな優
雅さが心配で心配でしょうがないかのように。」
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(13)Aber Tonio Kr?er stand noch eine
Zeitlang vor dem erkalteten Altar, voll
Staunen und Entt舫schung dar?er, daﾟ
Treue auf Erden unm?lich war.(Th.
Mann:Tonio Kr?er, S.226)
(14)aber als feinf?lender Mensch muﾟte
Stillerwohl merken,was die sch?eJulika,
ihrer scheuen Art gem葹, vielleicht
empfand, ohne es ausdr?ken zu k?nen,
und jedenfalls beruft sich Frau Julika
Stiller-Tschudy heute noch auf jene
Briefe als untr?liche Zeugnisse daf?, wie
innig und voll z舐tlicher Hingabe sie den
verschollenen Stiller geliebt hat.(M.
Frisch:Stiller, S.440)
   C)形 容 規 定 と な る 場 合(付 加 語):
(15)Da war Magdalena Vermehren,
Rechtsanwalt Vermehrens Tochter, mit
dem sanften Mund und den groﾟen,
dunklen, blanken Augen voll Ernst und
Schw舐merei.(Th. Mann:Tonio Kr?er,
S.223)一
(16)Nun schwieg die Musik;es war Pause,
und Erfrischungen wurden gereicht. Der
Adjunkt eilte pers?lich mit einem
Teebrett voll Heringssalat umher und
bediente die Damen;...(lbidem, S.261)
(17)Er hatte ein festes Schloﾟgehabt, und
in neuester Zeit war es auch zierlich und
sch? geworden. Von dem Balkon?ersah
er ein tiefes Tal voll Wein, Ol, W舁dern,
「しか し トーニ オ ・クレーガーは まだ暫 くの間
冷 えた祭壇 の前 に立 っていた。 この世 では忠
実 とい うものが存在 し得 ない こ とに対 す る驚
きと失望 を胸 いっぱ いに感 じなが ら。」
「でも繊細な心 を持 った人間 であるシュティラー
は,美 しいユ ー リカが彼女 の 内気 さにふ さわ
しくは っ き りと口に出せ ずに いた こ とを,多
分気付 いたに違 いなか った。いずれにせ よユー
リカ ・シュテ ィラー ・チュー デ ィ夫 人は今 日
で もなお例 の手紙 を,彼 女 が いか に心 か らそ
していか に優 し く身 を捧 げて行 方不明 の シュ
ティ ラー を愛 していたか とい うこ との 紛れ も
ない証 拠 として 引 き合 いに出す ので ある。」
 「マ クダ レーナ ・フェアメー レンがそ うだっ
た。柔 らか な 口元で,生 真面 目さ と熱狂 でいっ
ぱいの大 きくて黒 く生 き生 き とした 目を した,
弁護士 フ ェア メー レンの娘 だ。」
「さて音楽がやんだ。休憩だ。飲物が配 られる。
その助役は 自ら棘サラダがいっぱい盛ってあ
るお盆 を持って急いで歩き回 り,女性達にサー
ビスをした。」
「彼は堅牢な城を持っていたが,最 近になって
それはまた優雅さと美 しさも備 えてきていた。
バルコニーか らは目に新鮮な葡萄 とオ リーブ
と森でいっぱいの深い谷を見ることが出来る。」
die das Auge erfrischten,...(H. Mann:Die
Jugend des K?igs Henri Quatre, S.7)
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(18)Hier hatte er aber auch die paar
Stunden gehabt, die ihm mehr wert waren
als alle verlorenen Knabenlustbarkeiten,
jene paar traumhaft seltsamen Stunden
voll Stolz und Rausch und Siegesmut,...
(H.Hesse:Unterm Rad, S.17)
(19) So hatte der vielbeneidete Schin-
kenbesitzer seine erg舅zende H舁fte an
einem G舐tnerssohn aus Stammheim ge-
funden, der seinen.Kastenboden voll
      の つ
sch?er Apfel liegen hatte.(lbidem, S.72)
(20)Dabei funkelte ein sonderbar neues
Gef?l in mir auf, ein b?es und
schneidendes Gef?l voll Widerhaken
ich f?lte mich meinem Vater?erlegen!
(H.Hesse:Demian, S.21)
(21)Es war zu Beginn des November. Ich
hatte mir angew?nt, bei jedem Wetter
kleine, denkerische  Spazierg舅ge zu
machen, auf denen ich oft eine Art von
Wonne genoﾟ, eine Wonne voll Melan-
cholie, Weltverachtung und Selbstverach一
tung.(lbidem, S.70)
(22)Es gibt solche Tr舫me, in denen man,
auf dem Weg zurPrinzessin,in Kotlachen,
in Hintergassen voll Gestank und Unrat
steckenbleibt. So ging es mir.(lbidem, S.
77)
(23)Nun wurden mehrere Male in der
Woche Exkursionen ins Feld oder in die
Heiden gemacht;und hatten sie dann
mittags die gr?e Botanisierkapsel voll
Kraut und Blumen nach Hause ge一
「しかしその一方で彼はまたこの自分の部屋で
もう取 り返すことの出来ない子供の楽 しみ全
てよりももっ と価値のある数時間 も過 ごした
のだ。あの,誇 りと'胱惚 と勝利の気持ちでいっ
ぱいの夢のよ うな奇妙な数時間を。」
「例えば皆からとても羨ましが られたハムの持
ち主は,シ ュタムハイム出身の,底 の方が見
事な林檎でいっぱいの箱を持った菜園経営者
の息子 と,お 互いの不足分 を補い合 うという
友情関係を結ぶに至った。」
「その時,奇 妙に新 しい感1青が私の中にきらめ
いた。 ギザギザでいっぱいの悪意ある痛烈な
感情だ。つ まり私は私の父に対して優越感 を
持ったのだ。」
「11月 の初 めだ った。 私 は どんな天 気の時 で
も短 い思 索的 な散 歩 をす る ことを習慣 に して
いたが,そ の際私 は しば しば一種 の'胱惚感 を
味 わ うのだ った。 憂愁 と,世 間 と自分 に対す
る軽蔑 に満 ちた'胱惚 感,,,」
「お姫様のところへ たどり着 く途中で,ぬ かる
みの中 嫌 な臭 いと汚物でいっぱいの裏通 り
にはまり込ん じゃって動けなくなっていると
いう,そ んな夢があるけれども,当 時の僕は
丁度そんな状態だった。」
「さて彼らは週に数回,野 原や荒れ地へ 出かけ
て行 き,昼 には草 花でいっぱいの緑色の胴乱
を持って帰 って きた。」
ノ
bracht,...(Th. Storm:Immensee, S.264)
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(24)Instetten, wie versprochen, schrieb
wirklich jeden Tag;was aber den Empfang
seiner Briefe ganz besonders angenehm
machte, war der Umstand, daﾟ er
allw?hentlich nur einmal einen ganz
kleinen Antwortbrief erwartete. Den
erhielt er denn auch, voll reizend nichtigen
und ihn jedesmal entz?kenden Inhalts.
「インシュテ ッテンは約 束 を守 って本当に毎 日
手紙 を書 いて よ こ した。 この手紙 を もらって
特に嬉 しか ったの は,な ん といって も毎週 一
回ほん の短い返事 を書 きさえすれ ば良 い とい
うこ とだ。 イン シュテ ッテ ンは また事 実週 に
一 度手紙 を受 け取 った。ふ るいつ きた くなる
位 取 るに足 らない,彼 を いつ も うっ とりさせ
る様 な内容 で いっぱ いの手紙 だ。」
(Th. Fontane:Effi Briest, S.22)
  1。2.以 上 の全 ての例文 におけ るvollが 「前置詞」として機 能 して いる こ とを客観 的に
証 明す る為 に32ペ ー ジの表 を作成 した。この表 は,一 般 に前置 詞 と認 め られて い る諸語 と,そ
れ らが 形態論,形 態 ・統語論,統 語論,統 語 ・意味論 の各 レベ ル にお いて持つ特 性 を示す。 横
軸 にはこれ らの特性 を取 り,6)縦 軸にはHELBIG/BUSCHA(1972;1986)の前置詞 の項7)に 載 っ
て いる全て の前置 詞 を挙 げ た。 各前置詞が横 軸の特性 を所有 して い る場合 は+を,所 有 してい
な い場合 は 一 を,両 方 の可能性 を含ん でい る場 合 は± を記 入 した。
  1.3. この表 に基づ くと,こ こに挙げ た全 ての前置詞は次 に挙 げ る特性 を所有 して いる:
1)形 態 論 レベ ル上 の 「無変化」 とい う特性,
2)統 語論 レベ ル上の 「文肢,ま たは付加 語の一部 を構 成す るに過 ぎな い」 とい う特 性,
3)統 語 論 レベ ル上 の 「名詞 を支 配す る」 とい う特 性,
4)統 語論 レベ ル上 の 「副詞規 定句 を構 成す る」 とい う特性,
5)統 語論 レベ ル上 の 「形容規 定句 を構成 して 当該名 詞の直 後に付 置 され る」 とい う特 性,
6)統 語 ・意 味論 レベ ル上 の 「支配 語 と他 の要 素 との関係 を表 示す る」 とい う特 性 。
  その他 の,形 態 ・統 語論 レベ ルの 「da(r)一,wo(r)一 と結 合す る」 とい う特性,「 定冠 詞 と融
合 す る」 とい う特性,統 語論 レベ ルの 「格支 配」 とい う特性,「 人称代 名詞 ・指示代 名詞 を支配
す る」,「形容 詞 ・副詞 を支配 す る」とい う諸特性 は,「 前置詞」に とって 「余剰 的」(redundant)
な特 性 であ る。例 えば,ohneの 様 に「da(r)一,wo(r)一 と結合 しな い」前 置詞 も有 り,1aut Gesetz
  6)こ こ に 挙 げ た も の が 前 置 詞 の 持 つ 特 性 の す べ て で は な い 。例 え ば 音 韻 論 レベ ル に お い て も 前 置 詞
の 特 性 を 求 め る こ とが 出 来 る で あ ろ う。 こ こ で は 本 論 文 の 趣 旨 に と っ て 意 味 の あ る特 性 だ け を 挙 げ た 。
一 こ こ に 挙 げ た 前 置 詞 一 般 が 持 つ 諸 特 性 に つ い て は 以 下 を 参 照:ADMONI(1966;1982)
,135ff.ペ ー
ジ;BRINKMANN(1971),139ff.ペー ジ;BUSCHA(1984);CURME(1904;1952),338,355ff.ペー
ジ;DUDEN(1959),287,298ff.ペー ジ;DUDEN(1966),301f.,313ff.ペー ジ;DUDEN(1973),303,
323ff.ペ ー ジ;DUDEN(1984),345,358ff.ペー ジ;ERBEN(1958;1965),20,175ff.ペー ジ;HEI-
DOLPH u. a.(1981),695ff.ペ ー ジ;HELBIG/BUSCHA(1972;1986),401ff.ペ ー ジ;JUNG(1953;
1980),347ff.ペ ー ジ;SCHULZ/GRIESBACH(1972),239ff.ペ ー ジ;WITTICH u. a.(1975)。
  7)参 照:HELBIG/BUSCHA(1972;1986),414-444ペー ジ 。
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前
置
詞
形レ
態べ
論ル
形 統 レ
態 語 べ
・ 論 ル
統 レ語 べ
論 ル
統意 レ
語味べ
・論ル
無
変
化
da(r)-
wo(r)一
 と
 結
 合
定
冠
詞
と
融
合
文の
肢一
・部
付 を
加 構
語成
格
支
配
支   配 統語論的機能 支要を
配素表
語と示
との
他関
の係
名
詞
人代
称
・名
指
示詞
形副
容
詞
・詞
副句
詞を
規構
定成
形句8
容 を
規 構
定 成
I  an, bei, durch,
hinter, unter, zu十 十 十 十 十 十 十
一 十 十 十
II in, von, vor十 十 十 十 十 十 十 十9 十 十 十
III ?er, um 十 十 十 十 十10一 十 十 一 十 十 十
IV auf, f? 十 十 十 十 +11 十 十  12 十 十 十
V  aus, gegen,
mit, neben 十 十
一 十 十 十 十 } 十 十 十
VI nach 十 十 一 十 十 十 十  13 十 十 十.
VII zwischen 十 十 一 十 十14一 十 十  十 十 十
VIII auﾟer,
auﾟerhalb, dank,
diesseits, entgegen,
entlang, gem葹,
infolge, innerhalb,
jenseits, kraft,
1舅gs, mittels,
oberhalb;ohne,
samt, statt, unfern,
ungeachtet,
unterhalb, unweit,
w臧rend, wider,
zufolge, zugunsten,
zuliebe
十  一 十 十 十 十 一 十
  r
十 十
IX halber,
seitens, um...willen十
 一 十 十 十 十15 一 十 十 十
X gegen?er 十 } L 一 十 十 十 十  16 十 十 十
XI ? binnen,
,,
inmitten
十 一 一 十 十 十 一 一 十 十 十
XII ab, bis, seit十 一 一 十 十 十 一 十17 十 十 十
XIII als, wie十 一 一 十  18 十 十 十19 十 十 十
XIV:laut, trotz十 一 一 十 十20一 十 十 一 十 十 十
XV wegen 十 一 } 十 十21一 十  22 一 十 十 十
XVI je, per, pro十 一 一 十 +23 十  一 十 十 十
voilZ" 十 一 一 十 ± 十 一 一 十 十 十
m?ezs 十 一 一 ± 十 十 十  十 } 十
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のlautの 様に後続する名詞であるGesetzが 「無格」(flexionslos)26)で ある前置詞 も存在す る。
  これに対 して上記の六つの特性は 「前置詞」に対す る 「必要条件」であり27e)「前置詞」 と
して機能す る語はすべてこの六つの特性を最低備 えていなければならない。例 えば 「接続詞」
は 「前置詞」 と隣接 しなが らも28)「文肢の内部」 ではなく 「外部」に位置す るという特性の差
によって 「前置詞」 としては機能 しない。また,た とえ辞書 には他の品詞 として記述 されてい
る語であって も,こ の六つの特性に合致する用法が存在すれば,そ の語はその用法において 「前
置詞」 として機 能 して いるの であ る。例 えば 「副詞」n?dlichは 普 通は 独 自に 「文肢」 を構 成
す るが(Auf demselben Grundst?k stehen zwei H舫ser;meines steht n?dlich.「 同 じ土
地 の上 に二 軒の家が建 って いて,私 のは北側 です 。」),例 えば次の 用法 ではn?dlichは 「前置
詞」 に対す る 「必要 条件」 である六つ の特性 すべ てに合 致 し,こ こでは 「前置詞 」 として機 能
し て い る;Das Haus steht n6rdlich dem Bahnhof.「 家 は 駅 の 北 側 に 位 置 し て い る 。」;Das
  8)こ こ で い う 「形 容 規 定 句 」 と は 例 え ばein Haus mit einem groBen Gartenの 下 線 部 の様 に,
名 詞 の 後 ろ に 直 接 付 置 さ れ る場 合 を指 す 。
  9)参 照:in deutsch, von oben, vor?ermorgen.
  10)?erとumは 支 配 名 詞 に 特 定 の 格 を要 求 し な い こ とが あ る 。 こ の場 合 被 支 配 名 詞 は 「格 以 前
の 状 態 」,す な わ ち 「無 格 」 で あ る 。 参 照:Berge Uber Berge, Woche um Woche.
  11)「 無 格 」 も 可 能 で あ る:Schritt f? Schritt, Tropfen auf Tropfen.
  12)参 照:auf deutsch, fUr richtig halten.
  13)参 照:nach unten.
  14)無 格 も 可 能 で あ る:zwischen 150 und 200 Mark.
  15)形 態 論 上 の 変 化 を 伴 う:meinethalben, meinerseits, um meinetwillen.
  16)参 照:gegen?er fr?er.
  17)参 照:ab morgen, bis morgen, seit gestern.
  18)参 照:du als ihr Mann, wie einen Bruder lieben.
  19)参 照:sich als echt erweisen, wie gestern.
  20)無 格 も 可 能 で あ る:laut Gesetz, trotz Regen.
  21)無 格 も 可 能 で あ る:wegen Umbau.
  22)形 態 論 上 の 変 化 を 伴 う:meinetwegen.
  23)無 格 も 可 能 で あ る;je Person, per Post, pro Nase.
  24)本 論 文 の 対 象 と な っ たvoll、
  25)本 論 文 の 対 象 と な っ たm?e.
  26)関 口 存 男 は,航 空 郵 便 封 筒 の 表 に 印 刷 さ れ て い るLuftpostと い う語,同 語 対 立 ・異 語 対 立 の 場
合 のvon Mensch zu Mensch, zwischen Gott und Mensch他 の 例 を 挙 げ,こ れ ら の 名 詞 の 「無 格 」
を 「格 以 前 の 状 態 」,「 挙 形 」 と名 づ け る 。関 口 は こ の 形 態 の 基 礎 に は 「掲 称 」 と い う 「意 味 形 態 」 を 認
め る 。参 照:関 口(1962;1976),83ff.,430ff.ペ ー ジ 。前 置 詞 の 被 支 配 名 詞 の 「無 格 」に つ い て は 以 下 参 照;
BRINKMANN(1971),150ペー ジ;DUDEN(1984),366ペー ジ;HELBIG/BUSCHA(1972;1986),
410ff.ペ ー ジ;WITTICH u. a.(1975),16ペ ー ジ 。
  27)「 あ る 語 が 前 置 詞 で あ れ ば,こ の 六 つ の 特 性 を所 有 す る 。」
  28)「 前 置 詞 」 と 「接 続 詞 」 と の 「隣 接 関 係 」 と そ の 区 別 に っ い て は 以 下 参 照:関 口(1932;1984),
308ペ ー ジ;HELBIG/BUSCHA(1972;1986),401f.ペー ジ 。
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Haus n?dlich dem Bahnhof geh?t meinem Vater.「 駅 の北側 の家 は私 の父の です 。」29)
  1.4.っ ぎに本論文 の対象 であ るvollの 「前置詞性 」 を確 認す る為 に,そ れが32ペ ー
ジの表 に示 した特性 の うち どれ を所有 しているか調べ た。表 の下か ら2番 目の項 で ある。
1)上 記の例 文(2)と(7)一(24)に 見 られ る通 り,vollは 「形態論 レベ ル」に おいて無変化 で あ
  る。例 えば例 文(2)のvoll Weingeleegl舖ern,例 文(8)のvoll GIUck und Spott,例 文(12)
  のvoll Besorgnisの 様 に,そ の後に くる名詞 と直接的 な句(Phrase)を 構 成 しなが らも, vo11
  は形容詞 本 来の語尾変 化 を取って いない300)
2)「 形態 ・統語 論 レベ ル」 において 「da(r)一,WO(r)一 と結 合」 しない。
3)「 形態 ・統語 論 レベ ル」 において,定 冠 詞 と融合 しない。
4)「 統語論 レベ ル」に おい ては,上 述の通 り31)そ れ 自身 「文肢 」で も 「付加 語」で もな く,「文
  肢」 または 「付加 語」 の一部 を構 成す るに過 ぎない。
5)「 統語論 レベ ル」 にお いて 「格支配」 は,は っ き りと支 配格が 認め られ る場 合 と,「 無格」
  の場合 が あ る。例 文(2)と(7)一(24)と い う19の 例文 中,二 格 ・三 格支 配 を形 態論 的に確認
  で きるのは例文(2)のvoll Weingeleegl舖ern,例 文(7)のvoll gl?ender Sehnsucht,
  例文(10)のvoll gefallener Bl舩ter,例 文(14)のvoll z舐tlicher Hingabe,例 文(17)のvoll
  Wein, Ol, W舁dern,例 文(19)のvoll sch6ner Apfel,例 文(24)のvoll reizend nichti-
  gen und ihn jedesmal entz?kenden Inhaltsと い う7例 だけ で あ り,そ の他 の,例 えば
  例文(9)のvoll Humor und Kenntnis,例 文(13)のvoll Staunen und Entt舫schungに
  お いては,そ の格 が 「形態論」 的に名詞 その ものの語 尾 で,あ るいは付加語 の語尾 で確定
  で きな い とい うよ りはむ しろ,「 無格」 とい うのが適切 で ある。
6)「 統語論 レベ ル」 にお いて名詞 を支配 す る。す なわ ち後 続す る名詞 と一体 となって,文 肢,
  または付加 語 として機能 す る。
7)人 称代 名詞 ・指示代 名詞,あ るいは形容詞 ・副詞 を支 配 しな い32)
  29)副 詞 と前 置 詞 との 境 界 が 流動 状 態 に あ る こ とに っ い ては 以 下 参 照=PAUL(1920;1968),51ff.ペー
ジ。一 本 論 文 で は こ の 六 つ の 特 性 が 「前 置 詞 」 に 対 す る 「必 要 十 分 条 件 」 で もあ る の か,す な わ ち こ
の 六 つ の 特 性 を所 有 して い れ ば そ れ は 必 ず 「前 置 詞 」で あ る の か と い う 問 題 は,検 討 の 際 に 「品 詞 分 類 」
とい うよ り大 き な テ ー マ と係 わ る こ と と な る 為 に,問 わ な い 。
  30)形 容 詞 の 格 語 尾 が 省 略 さ れ る 代 表 的 な場 合 と して,中 性 単 数1格 ・4格 の 場 合(Gut Ding will
Weile haben;auf gut GIUck),あ る い はrosa, lilaな ど そ もそ も変 化 語 尾 を と ら な い 形 容 詞 が あ る が
(ein rosa Kleid;ein lila Band),本 論 文 の 対 象 で あ るvollは これ に 該 当 しな い 。
  31)参 照:0.1.節 と0.3.節 。
  32)後 続 す る 語 が 代 名 詞 の 場 合 に はvoll vonま た はvoll mitと い う構 造 を取 る 。例 え ば 例 文(10)の
der Weg Iag voll gefallener Bl舩terはBl舩terを 代 名 言司で 言 い代 えれ ばder Weg lag voll von ihnen
ま た はvoll mit ihnenと な り,*voll ihrerあ る い は*voll ihnenと い う表 現 は,現 代 ドイ ツ 語 の 規 範
に 反 す る 。
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8)「 統語論 レベ ル」 にお いて後続す る名詞 とともに 「副詞規 定句」 を構 成す る33)
9)後 続名詞 と ともに 「形容規 定句 を構成 して被規定 語の直後 に付置」 され る340)
10)「 統 語 ・意味論 レベ ル」 において,「 支配語 と他の要 素 との 関係 を表 示」す る。vollは,後
  続す る名 詞 と直接的 な 「句」 を構 成 しなが ら も,通 常 の形容詞 の付 加語 的用法 の場合 の様
  に,後 続 す る名詞 を統 語 ・意 味論 的 に規 定 してい るので はな く,後 続す る名詞 と他 の語 と
  の統 語 ・意味論 的 「関係 」を表示 してい る。例 えば例 文(8)のihre schmalgeschnitteneh,
  blauen Augen, die voll Gl?k und Spott warenの 場合 にはvollはihre AugenとGIUck
  und Spottの 統語 ・意味論 的関係 を示 してお り,例 文(16)のmit einem Teebrett voll He-
  ringssalatの 場合 もvollはTeebrettとHeringssalatの統語 ・意味論的関係 を表示 してい
  る。
  以上 の検 討 の結果,本 論文の検討 対象 であ るvol1は,「 無変化」 ・「文肢 または付加 語の一 ノ
部 を構 成」 ・ 「名 詞 を支 配」 ・ 「副詞規定 句 を構成」 ・ 「形容 規定 句 を構 成」 ・ 「支配 語 と他
の要素 との関 係 を表示」 とい う,前 置詞 に対 す る 「必要 条件」 で ある六つ の特 性 をすべ て備 え
てお り,32ペ ー ジの表 に挙 げ た全 ての前置 詞 と同 じレベ ル で 「前置詞 」 として機能 して い るこ
とに なる。その他 の特 性 につ いてはそれ ぞれ,「da(r)一, wo(r)一 と結 合 しな い」 とい う観 点で
は,同 じ表 の第VIIIグ ルeプ 以降の前置詞,「 定冠 詞 との融合が 可能 では ない」とい う観 点では
第Vグ ルー プ以 降の 前置詞,「 無格支 配 もあ り得 る」とい う観 点 では,第III, IV, VII, XIV,
XV, XVIグ ルー プの前置 詞,「人称代名詞 ・指 示代名 詞 を支 配 しな い」とい う観点 では,第XI,
XII, XVIグ ルー プの前置 詞,「 形容詞 ・副詞 を支 配 しない」 とい う観点 では,第1, III, V, VII,
VIII, IX, XI, XIV, XV, XVIグ ルー プの前 置詞 と同 じレベ ル に位 置 して いる。
  1.5.第1章 の結 び として,vol1の 「前置詞性 」 に言及 してい る研 究書 に触 れ る。
  DUDEN文 法 は 「現在 で は特 に形容詞 と分 詞か ら前置詞が 生 じる」傾 向が あ る ことを述べ
た後,そ の うちの 多 くは 「前置詞」への 道 を辿 りつつ あ る として,frei deutsche Grenze, gele-
gentlich seines Besuches他 と並べ てvoll Weinの 例 を挙 げて いる。但 し, vollの 例 は 第2版
(1966)に だ け載 ってお り35)他 の 第1版(1959),第3版(1973),第4版(1984)の該 当箇所 には
他 の例 は繰 り返 され ていて も,vollの 例 は欠如 してい る360)
  BRINKMANNはein Saal voll Menschen, eine SchUssel voll Fleisch他 の例 を挙げ,
vol1が 「前 置詞」であ るこ とに何 の疑念 もな いとす る。しか し第1版(1962)で は この記述 が 「名
詞」の章("Das Substantiv")37)と 「関係語」("Das Beziehungswort")の 章38)に 見 られたのが,
33)参 照;例 文(11)一(14)。
34)参 照:例 文(2)と(15)一(24)。
35)参 照:DUDEN(1966),314ページ 。
36)参 照:DUDEN(1959),299ページ;DUDEN(1973),325ペ ー ジ;DUDEN(1984),359ペー ジ 。
37)参 照:BRINKMANN(1962),79ペー ジ 。
38)参 照:BRINKMANN(1962),158ページ。 BRINKMANNは 伝 統 文 法 の 「前 置 詞 」を 自分 の 術
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第2版(1971)で は 「名詞」 の章 におけ る記述 が削除 され て 「関係 語」 の章 に おいて だけ述べ ら
れ てお り §9)第2版 が第1版 に比 して約150パ ー セン ト増補 されて いる事実40)を 考 え合わせ ると,
この場 合 のBRINKMANNの 意 図が理解 で きない。          ・
  ERBENはeine Schale voll Blumenとvoll Sorgenの 例 を挙 げ, vollを 前 置詞mitに 近
い とす る410)SCHULZ/GRIESBACHは第1版 では 「前置詞 の派生 」には 触れ ていな いが チ2)
第9版 で 「分詞 」か らの派生形(w臧rend, entsprechend),「 名詞」か らの派生 形(kraft, zeit),
「副詞」か らの派 生形(rechts,1舅gs),「 前置 詞+名 詞」か らの派生 形(infolge, anstelle)と 並 ん
で,「 形容 詞」か らの派生形 と してfrei deutsche Grenze, zuz?lich der Unkostenと ともに
voll Lebenの 例 を挙 げ てい る430>
  これ らの研 究 書がvollの 「前置詞性」 につ いて言及 してい るが,そ れ は いず れ も単 な る例
の挙示 か(DUDEN, SCHULZ/GRIESBACH),数行 の言 及(ERBEN),ま た は 多少詳 し く述べ
て はいて も改訂 の際に記述 を削 減 して いる(BRINKMANN)など,積 極性 は認め られな い。しか
し本 章 で証 明 され た通 り,例 文(2)と(7)一(24)に 用 いられて いるvollは 「前犀 詞」として機能
してお り,こ れ をそれ として認 め るこ とは 「文法体 系の研 究」 上,ま た 「教授」 上,有 意義 な
こ とで ある。
2.格 支配形容 詞 と前置詞
  前 章に おい て,例 文(2)と(7)一(24)に 用 い られてい るvollが 前置詞 と して機 能 してい るこ
とを見 た。本章 では,vollが 本来 「補 足規 定」(Erg舅zungsbestimmung)を要 求す る 「格支
配形容 詞」であ る ことに注 目し,「 格支 配形容詞 」一般が 「前 置詞」 として機 能す る可能性 を潜
在 的 に含 ん でい る事 実 を示す 。 これ は同時 に現 時点 にお け る 「格 支配 形容詞 」 と 「前置詞 」 と
を弁別す る統語 論的 「規 準」 を呈示 す るこ とに もな る。
  2.1.前 章 の最終 節で述 べた研究書 を除 いて,代 表的辞 書 はv611を 「形 容詞」と規 定 し
てい る440) しか し形容詞 を 「結合価J(Valenz)45)と い う観 点 か ら編 纂 した辞書 で あるSOM一
語"Beziehungswort"の一 部 の 中 へ 組 み 込 む 為,該 当 箇 所 で こ の 用 語 を 用 》・る が,に の 場 合 こ れ は 従 来
の 「前 置 詞 」 と解 し て 差 し支 え な い 。
  39)参 照:BRINKMANN(1971),72,146ペー ジ 。
  40)第1版 は 本 文 と註 を あ わ せ て654ペ ー ジ で あ る が,第2版 は 本 文 と註 を あわ せ て939ペ ー ・ジ ζ 増
補 され て い る 。
  41)参 照:ERBEN(1958;1965),154,180ペー ジ 註1。
  42)参 照:SCHULZ/GRIESBACH(1960),225-254ペー ジ 。
  43)参 照:SCHULZ/GRIESBACH(1972),239ペー ジ。
  44)参 照:DUDEN(1981),2804ペー ジ;GRIMM(1951;1984),515-571ペー ジ;KLAPPEN-
BACH/STEINITZ(1964;1978),4170f.ペー ジ;WAHRIG u. a.(1984),588f.ぺ ニ ジ 。
  45)「 結 合 価 」 に っ い て は 以 下 参 照:TESNIERE(1959;1980),161ff.ペー ジ 。
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MERFELDT/SCHREIBER(1974)のvol1の項46)を 見れば 明 らかな通 り,vollは 二つ の「共 演
成分」(Akt穗t)47)を 必要 とす る 「格支 配形容詞 」で もある。す なわ ちvol1は その意 味論上 の関
係 として 「何 が何 でvo11な のか?」,「 何が何 で いっぱ いなのか?」48)と い う様 に,「 何 で?Jと
い う補 足規 定が 必要 な(こ とが ある)の であ る。49)
  vollの 場 合,そ の 「補 足規定 」の表現 には次 の四つの可能性 が ある:50)
a)前 置詞mit, vonを 伴 う句に よる:
  (25)ein von/mit Apfeln voller Baum
  (26)ein Baum voll von/mit Apfeln
  (27)Das Buch steckt voll vonﾜberraschungen.
b)固 定 し た 形 態vollerに 後 続 す る 語 に よ る:
  (28)ein Baum voller Apfel
  (29)Das Buch steckt vollerﾜberraschungen.
C)補 足 規 定 をvollの 後 ろ に 直 接 付 置 す る:
  (30)ein Baum voll Apfel
  (31)Das Buch steckt vollﾜberraschungen.
「りん ごが い っぱい なって いる木J
「りん ごが い っぱい なって いる木」
「この本 には驚か され るばか りだ」
「りん ごが い っぱい なって いる木」
「この本 には驚か され るばか りだ」
「りん ごが い っぱい なって いる木」
「この本 には驚か され るばか りだ」
  46)参 照:SOMMERFELDT/SCHREIBER(1974),420ff.ペー ジ 。
  47)「 共 演 成 分 」 に つ い て は 以 下 参 照:TESNIERE(1959;1980),93ff.,144f.ペー ジ 。
  48)vollの 中 高 ドイ ツ 語 形vol,古 高 ドイ ツ 語 形folが 本 来gefUllt「 満 た され た 」と い う意 味 で あ る
こ と に 注 目。 参 照:DUDEN(1981),2804ペー ジ 。
  49)形 容 詞 の 「補 足規 定 」に つ い て詳 し くは 次 の 書 を参 照:SOMMERFELDT/SCHREIBER(1974),
27ff.ペ ー ジ 。  vollが 「補 足 規 定 」 を要 求 す る 「格 支 配 形 容 詞 」 で あ る点 に つ い て は 次 の 文 法 書 を
参 照:CURME(1904;1952),517ページ;DUDEN(1959),456ペー ジ;DUDEN(1966),492ペー ジ;
DUDEN(1973),517ページ;DUDEN(1984),625ペー ジ;SCHULZ/GRIESBACH(1972),224ペー
ジ 。-vollの こ の 「意 味 論 」上 の 規 定 関 係 に 注 目す る と,mit einem Kopf voll Sorgenと い う文 を,
形 容 詞 が 形 態 論 的 に 格 変 化 語 尾 を取 らな い例 と して 挙 げ て い るDUDENの 説 明 は論 理 的 で な い こ と に な
る(参 賦:DUDEN(1959),217ペー ジ;DUDEN(1966),223ペー ジ)。 な ぜ な ら,こ の 場 合voll「 満 た
さ れ て い る 」の は そ の 直 前 に 位 置 す る 「器 」 と して のKopf「 頭 」な の で あ っ て,Sorgen「 心 配 」は 「(頭
を)満 た しで い る 『内 容(lnhalt)』 」で あ1),論 理 的 に はvollか ら規 定 を 受 け て い な い か ら で あ る 。 もっ
と も 言 語 上 の 「統 語,意 味 論 的 規 定 関 係 」 と言 語 外事 実 と して の 「論 理 的 規 定 関 係 」 が 一 致 す る とは 限
ら な い こ と は 周 知 の 通 りで あ る 。例 え ば 次 の 例 を参 照:eine schwindelnde H?e「 目 の くら む 高 所 」
(schwindeln「 め ま い が す る 」 の は 「人 間J,あ る い は 「人 間 の 頭 」 な の で あ り,H?e「 高 み 」 で は な
い)。
  引))こ のvollめ,』i補 足 規 定 」 を表 現 す る4つ の 可 能 性 は い つ も平 等 に 使 用 可 能 と い う わ け で は な
'い
。例 え ば$einめ 述 語 と し て は,Die Kiste ist voll von Apfeln;Die Kiste ist voller Apfelと 言 うこ
とは 出 来 て も 'Die Kist駟st voll Apfel(n)ま た は*Die Kiste ist舊felvollと い う表 現 は現 代 ドイ ツ 語
の規 範 に 反 す る 、
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d)合 成 語 の 前 半 部 に よ る 場 合:51>
  (32)angstvoll,hoffnungsvoll,liebevoll,stilvoll
(33)Dabei war mirjammervoll zumute. Ich
  lebte in einem selbstzerst?erischen
Orgiasmus dahin, und w臧rend ich
bei den Kameraden f? einen F?rer
und Teufelskerl, f? einen verflucht
schneidigen und witaigen Burschen
galt, hatte ich tief in mir eine angst-
volle Seele voller Banguis flattern.
(H.Hesse:Demian, S.75)52>
「み じめな気持 ちだった。私は自己破壊的
な ドンチャン騒 ぎの中で漫然 と日々を過
ごしていた。仲間達の間では親分格,す
ごい奴,恐 ろ しく太腹で機知に富んだ奴
として通っていた一方で,実 の ところ私
の奥深 い内面では不安 と恐れでいっぱい
の心を震わせていたのだ。」
  これ らの可能性のうち,補 足規定を直接vollの 後ろに付置するというCが 本論文の対象 と
なった場合 である。vollは この場合,「格支配形容詞」としてその 「補足規定」 と 「規定する要
素」を統語 ・意味論的に関係づける,す なわち1.3.節 で挙げた,「前置詞の機能」に必須の特性
の うち第6番 目の特性を所有 しているのである。ここに本来 「格支配形容詞」であるvol1が 「前
置詞」 として機能している事実についての必然的な理由を見い出すことが出来 るし,ま た同 じ
特性 を持 つ 「格支 配形容詞」一 般53)も,他 の品詞に比 して 「前 置詞」へ と派生す るよ り大 きな
可能性 を含 んで いる ことが推論 され る540)次 節 では,「格支 配形容 詞」一般 もvoll同 様 に1.3.節
  51)二 つ の 名 詞 を関 係 づ け る手 段 と して の 合 成 語 に っ い て はERBENも 触 れ て い る:ERBEN(1958;
1965),175ペ ー ジ 註1。
  52)例 文(33)の 二 つ 目 の 下 線 部 で は,ひ とつ の 名 詞Seeleに 対 す るvollの 補 足 規 定 が 一 方 で は合 成
語 の 前 半 部angst一 に よ っ て,他 方 で はvollerの 後 続 名 詞Bangnisに よ っ て 表 現 され て い る とい う興 味
深 い 場 合 を 示 し て い る。
  53)「 補 足 規 定 」が 必 要 で あ る 「格 支 配 形 容 詞 」に はvollの ほ か に 例 え ば 次 の 諸 語 が あ る:bewuBt,
eingedenk, gewahr, gewiﾟ, m?e, wert, wUrdig等 の 二 格 補 足 語 を 要 求 す る 形 容 詞,臧nlich, be-
hilflich, bekannt, fremd, gleich, treu等 の三 格補 足 語 を要 求 す る 形容 詞,ansichtig, gewahr,10s, wert
等 の 四 格 補 足 語 を要 求 す る 形 容 詞 。例 え ば 次 の 例 文 に お い て,gleichと い う形 容 詞 はeinem Diamanten
とい う三 格 の 補 足 規 定 を伴 い,こ の 補 足 規 定 と主 語 で あ るmeine Stimmeと を統 語 ・意 味 論 的 に 関 係 づ
け て い る:..,meine Stimme schnitt gleich einem keuschen und.deshalb unerbittlichen
Diamanten Vitrinen auf und...(G. Grass:Die Blechtrommel,71ペ ー ジ)「 私 の 声 は,け が れ な
い,そ れ だ け に 容 赦 を しな い ダ イ ヤ モ ン ドの 様 に ガ ラ ス 戸 棚 を切 り割 い た。」
  54)「 前 置 詞 」の 派 生 源 と して は,「 副 詞 」(abw舐ts, unfern),「 形 容 詞 」(gelegentlich, frei),「 名
詞 」(dank, kraft, mittels),「 分 詞 」(ausgenommen, betreffend),「 名 詞+前 置 詞 」(anhand, infolge,
zugunsten)が あ る。PAUL(1920;1968:3f.,51ff.ペー ジ)とCURME(1904;1952:338,355ペー ジ)
は 「前 置 詞 の 発 生 」時 に お け る 「副 詞 」 と の 密 接 な関 係 を 挙 げ て い る 。WITTICH u. a.(1975:16ペ ー
ジ)は 現 在 で は こ の うち 特 に 「前 置 詞 と名 詞 」 との 結 合 形 を,DUDEN(1959:299ペー ジ)とDUDEN
(1966:314ペ ー ジ)は 特 に 「形 容 詞 」 と 「分 詞 」 を前 置 詞 発 生 の 大 き な 可 能 性 と し て い る。  こ こ に
挙 げ た,他 の 品 詞 か ら の 「前 置 詞 」 へ の 移 行 の 可 能 性 を考 慮 す る な ら ば,移 行 状 態 に あ る語 を どの 様 に
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に挙 げた,「 前置詞 」と して機 能す るため に必 須 な六つ の特 性の うちの残 り五つ を所有 して いる
か,も しそ うで ない な ら 「格支配 形容詞」 と 「前置詞」 とを弁別 す る 「規準」 は何か,と い う
点につ いて,二 格 または 四格 支配 形容詞m?e(「...に 飽 き飽 き した ～」)の 使 われた例文 を
手 がか りとして検討 す る。
  2.2.例 文(34)(35)(36)はm?eの機能 を統語 論的 に 「格支 配 形容詞 」と見 な した例文
であ り,例 文(37)(38)(39)はmUdeの機 能 を統語論 的に 「前置詞」 と見 なす例文 であ る。前置
詞 の現 れ る統 語 論 構 造 は 例 文(37)(38)(39)に 示 され る構 造 の 他 に,動 詞 ・形 容 詞 の 目的 語
(Pr舊ositionalobjekt)に なる場 合が あ るが(sich?er et. freuen;Uber et. froh sein)55i)「 格
支配 形容詞 」の 「前置詞 性」 を検 討 しつ つ ある本 論では これ を考慮 の対象 にす る必要 は無 い。
(34)形 容詞 の述語的 用法:
Der Mann ist m?e des Lebens,ssa>
「その男 は人生 に疲 れ てい る」
(35)副 詞 と して:
Ein Mann beging m?e des Lebens
Selbstmord.
「あ る男が 人生 に疲 れて 自殺 した」
(36)形 容詞 の付加 語的用 法:
Ein des Lebens m?er Mann beging
Selbstmord.
「あ る人生 に疲 れた 男が 自殺 した」
(37)前 置 詞句 の述語 的用法:56)
Der M nn ist m?e des Lebens.
「その男は 人生 に疲 れて い る」
(38)前 置詞 句 の副詞 的用法:
Ein Mann beging m?e des Lebens
Selbstmord.
「あ る男が人生 に疲 れて 自殺 した」
(39)?前 置詞 句の 付置的 用法:
*Ein Mann m?e des Lebens be-
ging Selbstmord.
「?あ る人生に疲 れ た男が 自殺 した」
  まず統語論 レベルの 「副詞規定句を構成する」,「形容規定句を構成 して当該名詞の直後に
付置され る」 という二つの特性について見る。例文(38)はmUdeの 機能を 「格支配形容詞(副
詞)」 とした例文(35)と 同じ文であるが,mUdeの 機能を統語論的に 「前置詞」 と見なして,
把 握 す る か に よ っ て,現 段 階 に お け る 前 置 詞 の 数 が 各 研 究 者 に よ っ て 異 な る こ と とな る 。WITTICH u.
a.(1975:16ペ ー ジ)は118の 前 置 詞 と7の 移 行 形 態 を 認 め て お り,FORSTREUTER(1978;1980:
114ペ ー ジ)はSCHWEISTHALがlinks, s?s?westlich, r?ksichtsな ど の 語 も含 め て261の 前 置
詞 を 認 め て い る と報 告 し て い る 。
  55)参 照:DUDEN(1984),358ペー ジ 。
  55a)こ の 例文 は通 常 のDer Mann ist des Lebens m?eと レ・う,ふ たつ の 文肢mUdeとdes Lebens
が 逆 の 語 順 の 場 合 に 比 べ て 文 語 的 ・詩 的 で あ るが,誤 りで は な い 。
  56)例 文(37)はm?eの 機 能 を 「格 支 配 形 容 詞 」 と見 な す 例 文(34)と 同一 の 文 で あ る が,こ のm??
deが 統 語 論 上 「前 置 詞 」と機 能 して い る と見 な す こ とは 可能 で あ る。つ ま り,「 前 置 詞 句 」が 「繋 辞(Kopula)」
であ るsein, bleiben等 の述 語 とな る次 の例 文 と同一 の統 語論 的構 造 で あ る:Dieses Buch ist von Ingrid.
「こ の 本 は イ ン グ リ ッ トの で す 」;Er ist ohne Frau.「 彼 は 奥 さ ん が い ませ ん 」;Er war eigentlich
gegen unseren Umzug.「 彼 は そ も そ も私 達 が 引 っ 越 す こ とに 反 対 で し た 」;Er m6chte weiter aus
dem Spiel bleiben.「 彼 は 引 続 き関 与 し た く な い 」。
39
格支配形容詞の前置詞化の可能性
全体 の前置 詞句 を副詞規定的 用法 と考 えるこ とも可能 であ る。すな わちmUdeに 代 表 され る「格
支配形 容詞」 は 「副詞規 定句 を構成す る」 とい う特性 を所有 して いる こ とに なる。例 文(39)は
m?eの 機 能 を統語論 的に 「前置詞」と理解 し, mUde des Lebensと い う前 置詞 句 を形容規 定
と して直接Mannの 後ろに付置 した場 合で ある。これ は現在 の ドイツ語の規 範 に反す る。m?e
の場合,現 段 階 では例文(39)が 表現すべ き意味 内容 は,例 文(36)の 形容 詞 の付加語 的用法 に よ
るのであ る。すな わちm?eに 代表 され る 「格 支配形容詞 」は 「その補 足規 定 とともに形容 規
定句 として 当該名詞 の直後 に付 置され る」 とい う特性 は所 有 してい ない こ とに なる57)0
  次 に例文(37)と(38)に つ いて他 の特性 を検 討 してい く。mUdeは 「無変化 」で あ り,「名詞
を支配 」す る。 またmUdeは,「 文肢 の一部 を構成す るに過 ぎな い」場 合 と,「 独 自に文肢 を構
成 す る」場 合 とが ある。すな わ ち例文(38)の 様 にmUdeがdes Lebensか ら独 立 して文 中で移
動出来ない場合(Ein Mann begingm?e des Lebens Selbstmord→*M?e beging ein Mann
des Lebens Selbstmord)と,例 文(37)の 様 にmUdeがdes Lebensか ら独 立 して文中 で移動
可能 な場合(Der Mann ist mUde des Lebens→M?e ist der Mann des Lebens)と が ある。
す なわ ち 「文肢 ・付加語 の一部 を構 成」 とい う特 性 はmUdeに 代表 され る 「格支 配形容 詞」の
場合 ± とな る。
  以上 の結果,mUdeに 代 表 される 「格支 配形容 詞」は,「 補 足規定 と他の 語 との統語 ・意味
論 的関係 を表示 す る」 とい う特 性の為 に他の品詞 に比 して 「前置 詞」 として機 能 す る,よ り大
きな可能性 を含 ん ではい るが,「 文肢 ・付加 語 の一 部 を構成 す る」 とい う特性 が ±,統 語論 的機
能 の うち 「形容 規定 句 を構 成 して当該名詞 の直後 に付置 され る」 とい う特 性 が一 とな って,六
つの特 性全 てが+で ある 「前置 詞」お よびvollと 異 なるこ とに な る580)こ の うち例文(39)に 示
され る統語論 的構 造が現時 点に おいて 「格支 配形容 詞が前置 詞 として も機 能 して いるか」 とい
う問題 に対 す る判断の際 の明確 な 「規準」 を示す。
  ただ し,例 文(39)に 示 され る統 語論上 の構 造が 「正 しい」 と認め られ る可能性,す なわ ち
「格支 配 形容詞」mUdeが 「前置 詞」と して機 能す る可能性 の実現 の兆候 は既 に見 る ことが 出来
る。
(40)Ein Mann beging, m?e des Lebens,Selbstmord.「 あ る男が 人生 に疲 れて 自殺 した」
(41)Ein Mann, m?e des Lebens,beging Selbstmord.「 あ る男が,人 生 に疲 れ てだが,自
                         殺 した」
例文(40)(41)は 補 足規定 を伴 った格 支配 形容 詞m?eが,「 理 由」を表 現す る副文 と同一 の機能
を持 った述 語 句 として使用 され ている場 合 であ る。 ともに 「動 詞付加 的」(adverbal)な 述語 句
  57)本 論文第1節 で検討 したvollは 例文(2)と(15)一(24)に 示 した通 り,こ の付置規定の構造 も可
能であ り,「 前置詞」機能を認めることが適切 なのであった。
 58)参 照;32ペ ージ表の一番下mUdeの 項。
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で あるが,例 文(41)は 「名詞付加 的」(adnominal)と 見なす こ とも可能 で あ る590)こ の例文(41)
は,述 語 句 として不 可欠 な前後の コンマ,ま た話す際の 「短い,し か し確 実 に存在す る休 み」
が消 えて しま之ば例文(39)と なる。現 時点 では 「格支配 形容詞」m?eは 例文(39)の 統 語論的
構 造 に示 され る 「前置詞 としての特性 」 を有 して いないが,こ の特 性 の有無 は単に例文(41)に
おけ る二 つ の コンマ,ま た話 す際 の 「短 い休 み」 の有無 とい う甚 だ 「頼 りない存在」 にだけ依
存 して い るの で ある。
  2.3.以 上 は 「格支 配 形容詞」 と 「前 置詞」が共有 す る 「二つ の語 によ って表現 され る
言語外事 象の 関係 を示す 」 とい う機 能に基づ いて,「 格 支配形容 詞」が 「前置詞 」 として機 能す
る可能性 につ いての考察 で あ った。 それはつ ま り,逆 に 「前 置詞」 が 「格 支配 形容詞」 として
機 能す る とい う可能性 も考察 の対 象 と成 り得 る こ とを意味 す る。
(42)diese Unannehmlichkeiten wegen der Inflation 「イ ンフレの為 の不愉快 な こ とが ら」
(43)*diese der Inflation wegenen Unannehmlichkeiten
例 えば例文(42)に お ける 「前 置詞」wegenが 「格 支配形容詞 」 と同一 の 「統語 論的構造」 を と
り,例 文(43)の 様 に形 態論的 に 「格語 尾変化Jを して名詞Unannehmlichkeitenの前 に位 置す
る可能性 で ある600)純 粋 に 「統 語論 的」に,す なわ ち純粋 に 「言語理論 」的 に考 察 を進 め た場合,
この 「可能性 」は 「格 支配 形容詞 の前置詞化 」の可能性 と同等の権 利 を持 って主張 され得 る610)
  59)名 詞付加的な述語句は関係文の省略 と考えることが出来る:Ein Mann, der m?e des Lebens
war, beging Selbstmord.述 語句,お よびその「動詞付加的」,「名詞付加的用法」については,関 口(1932;
1984),336ff.ペ ー ジ参照。
  60)「格支配形容詞」と「前置詞」との機能上の差を表現する統語論的構造 として上述の例文(39)の
ほか,例 文(43)の 構造 を挙げることも出来る。すなわち 「前置詞」は 「格支配形容詞」 と異なり,形 態
論的に語尾変化をさせて名詞 の直前に付加 されることが出来ないのである。例文(39)に 示される構造が,
「格支配形容詞が前置詞 として機能 し得 るか」 という観点に基づ く 「格支配形容詞」 と 「前置詞」の機
能を区別す る統語論的規準 であるな らば,例 文(43)の 構造は「前置詞が格支配形容詞 として機能 し得る
か」 とい う観点に基づ いた規準である。本論文第1節 の例文(2)と(7)一(24)に 用い られていたvollが
「前置詞」として機能 してお り,「 形容詞」ではないとい う論拠は,第1章 の証明のほかにまたこの例文
(43)に 示される統語論的構造に従って も証明 され得る。すなわち次の二つの例文が示す通 り,例 文(a)の
vollは 例文(42)(43)の 「前置詞」wegenの 場合 と同様に,こ のままでは語尾変化 した付加語的形容詞 と
して用いることが出来ないのである:(a)ein Teebrett voll Weingeleegl舖ern;(b)*ein W ing -
leegl舖ern volles Teebrett.こ の場合のvollを 付加語的形容詞 として用いるには,次 の様に補足規定の
前にvonあ るいはmitと いう前置詞が不可欠である:ein von/mit Weingeleegl舖ern volles Teebrett.
  61)本 論文で述べ てきた,「 格支配形容詞」が 「前置詞化」する 「可能性」,お よび この場合の 「前
置詞」が 「格支配形容詞化」する 「可能性」 とは,純 粋に 「言語理論上」の 「可能性」 であ り,そ れぞ
れの構造がたどるであろう 「実際的」 な変遷 と一致す るとは限らない。本論文では次章で述べる様に ,
「格支配形容詞の前置詞化」とい う具体的な問題を通 して,「 話者の言語知識」の 「一般言語学」的な一
解釈 を検証 したわけである。例文(43)の 構造が実現するか否か とい う,言 語変遷の具体的用例について
の 「実際的」推測は余 り意味がないと私は思 う。「社会的存在」 である 「言語」の変遷 を決める要素に
は不確実な ものが 多過 ぎて,予 測 し難いか らである。それを確認 した上でなお も例文(43)の 構造の実現
の可能性 を予測す るとすれば,そ こには本論文で行ったような単に 「統語論」上 の検討だけではな く,
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3.結 び:「 体 系」 と 「通 常態」
  3.1.以 上,第1章 では本論文の検討対象であるvollに ついて,そ れが示す諸特性 と
「前置詞」に対す る 「必要条件」である六つの特性 とが一致す ることを示 して,そ の 「前置詞性」
を証明 した。vol1の 「前置詞性」について言及しているわずかな研究書 も,そ の取扱には積極
性が見 られないが,こ れをはっきりと認めることは 「文法体系の研究」上,ま た特に 「教授」
上有意義なことである。第2章 では 「格支配形容詞」 と 「前置詞」に共通 な統語 ・意味論上の
特性,す なわち 「二つの語によって表現 される言語外事象を関係づける」 という特性に基づい
て,「格支配形容詞」一般が他の品詞に比して 「前置詞」として機能す る,よ り大きな 「可能性」
を有していることに注 目し,こ の 「可能性」が既に実現されているか検討 した。その結果,「格
支配形容詞」は 「形容規定句を構成 して当該名詞の直後に付置されることが出来ない」 という
点で 「前置詞」 としては機能 しておらず,こ の統語論的構造が 「格支配形容詞」 と 「前置詞」
とを弁別す るひ とつの明確な規準となることが明かとなった。さらにこの統語論構造が容認 さ
れ,「格支配形容詞」一般 も 「前置詞」 として機能する兆候が既に存在することも確認 した。
  3.2.例 えばmUdeと いう形態は現在の言語社会では 「通常」「格支配形容詞」 として
の機能が認め られているが,2.2.節 で述べ た通 り 「前置詞化」する 「可能性」 を秘めてい
た。終わりに,こ こに 「格支配形容詞」 と 「前置詞」 という二つの機能 を手がか りに述べた,
ある言語社会で現在 「通常」 と認められている 「実際」 とその変化の 「可能性」 とい う,具 体
的言語現象の中に見 られる事実についての言語理論的な解釈に触れる。
  この事実は話者の言語知識の中に,こ の 「実際」 と 「可能性Jに 相当する二つのレベルを
区別する必要性 と合 目的性を示 している。「可能性」に相 当す るレベル とは,「 ある言語事実 を
他の言語事実か ら 『区別する』(distinguieren)抽 象的な知識」,「個々の言語事実が 『機能的な
「意味論」上の検討が必要 となる(既 に述べ た様 に 「統語論」的には この構造の成立は100パ ーセン ト確
実である)。 すなわち 「語彙的意味」(lexikalische Bedeutung)が 明確 に記述可能 なことが大部分であ
る 「形容詞Jと その 「語彙的意味」の存在 さえも疑 う研究者のいるこ とが指摘 されている 「前置詞」(参
照:ADMONI(1966;1982),135f.ページ;FORSTREUTER(1978;1980),18,115f.ペー ジ)と の差を
考慮 しなければならないであろう。その本質において 「言語外事象を造形化 し,叙 述する」「語彙素語」
(Lexemwort)で ある 「形容詞」と,そ の本質において 「言語外事 象を直接造形化するのではな く,『 話
(わ)行 為』の際に他の語 との関連においてだけ機能する」「形態素語」(Morphemwort;ま たは 「道具
語」instrumentales Wort)に 属する 「前置詞」 との差である(「 語彙素語」 と 「形態素語」について
はCOSERIU(1973),80f.ペ ー ジ参照)。 「意味論」においてこの様 な異なった本質を示す 「前置詞」と
「形容詞Jが,同 じ統語論上 の位置 を占めることに言語使用者の語感が どの様 に抵抗するか ということが
考慮 されるべ きである。しか し 「前置詞」は例 えばauf jn. wartenの 様 な一部の場合 を除いて単 に 「語
と語 との関係 を表現するJと いう 「統語論的」機能だけではな く,「 語彙的」機能 も当然備 えている。
それ故,も し例文(42)のwegenの 「語彙的機能」を全 く否定し,こ の点におけ る「格支配形容詞」と「前
置詞」との共通性が存在 しないとして,例 文(43)に 示される構造の実現 を100パ ーセン ト否定 して しま
うとすれば,そ れは適切 でない と私は思 う。
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対立』(funktionelle Oppositionen)を 形成している知識」(「体系(System)の 知識」)で あ り,
「実際」に相当するレベル とは 「この 『体系の知識』に基づ いた,そ の知識の一部の実現である
具体的な知識」,す なわち 「存在する多くの 『可能性』の中か ら当該の言語共同体(Sprachge-
meinschaft)が 現在 『通常』(norma1)と 認めている,社 会的な知識」(「 通常態(Norm)の 知
識」)で ある。「体系の知識」はmUdeに 代表される 「格支配形容詞」を 「動詞」 と 「名詞」か
ら区別す るが,こ の区別 さえ厳守 されれば,あ とはそれが 「前置詞」として機能することを 「許
容する」のである。その一方 「社会的規範」である 「通常態の知識」はそれ を拒み,「 格支配形
容詞」がそれとしてだけ機能す ることを要求する。ラング(langue)と しての話者の言語知識は
この様な 「一元論的(monistisch)」 な関係,す なわち 「一方が他方の展開の基礎 となる」関係
にある二つのレベルから構成 されている。話者の言語知識 を「単相的」に理解 して,「言」(Rede,
parole)の レベ ルにおける一回限 りの具体的な現象を直接その言語知識へ と還元 し,その実現 と
見なすのではな く,あ るいは 「言」のレベルにおける通時的変化 をこの,話 者の言語知識その
ものの変化 と見なすのではな く,「言」のレベル上の一回限 りの現象をまず 「その言語社会で認
め られた類型」(「 実際」,す なわち 「通常態」)に 従った実現 とし,そ の一段奥に 「よ り大き
な可能性」 として,抽 象的な,変 化する度合の低い知識(r可 能性」,す なわち 「体系」)を 認
めるという二段構えである。つ まり構造主義言語学の様 に話者の言語知識 を機能的要素か らな
る 「静的な体系的知識」 としてだけ理解するのでもな く,ま た伝統文法の様 にその知識を単な
る 「社会的事実の集積」 と世 見なすべ きでもないのである。言語の 「創造的性格」はこの様
に構成されている 「言語知識」を前提 として初めて可能である。
  話者の言語知識における 「体系」 とそれに基づいた 「通常態」 という,こ の二つの知識の
区別は,音 韻論,形 態論ほか,全 ての言語のレベルにおいて認め られるものである。vol1の 用
法を手掛か りとして,「格支配形容詞」と 「前置詞」という二つの機能の境界という問題 を検討
した本論文の基礎には,こ の 「一般言語理論」上の区別が存在 していた620)
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